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１．はじめに  

鋼床版に生じる疲労損傷の多くは，

変位誘起疲労損傷に分類される．した

がって，疲労損傷を適切に補修・補強す

るためには，高いひずみを引起す原因

となる変形挙動を同定することが重要

である 1)． 

鋼床版の疲労損傷原因は，多くの研

究によって明らかになりつつある 2)．一

方で，鋼床版は，荷重位置によってひず

み性状が大きく変化することが知ら

れ，車両走行位置が橋梁毎に異なる実

橋梁においては，橋梁毎に疲労損傷原

因が異なると考えられる．したがって，

鋼床版の疲労損傷調査においては，実

橋梁におけるひずみと変形挙動計測が

効果的な調査方法となる． 

本研究は，供用中の鋼床版橋梁にて，

現場施工性の優れた MEMS 加速度セン

サなどを用いた現場計測を実施し，鋼床版トラフリブに生じる局部的な変位応答を計測することを目的とす

る． 

２．試験概要  

 図-1 に，試験橋梁の側面図と断面図を示す．試験橋梁は，ダブルデッキ構造の 3 径間連続鋼床版箱桁橋で

ある．計測領域は，上層橋梁の第一径間支間中央付近の第一走行車線直下の箱桁内部とし，4 軸の試験車両を

用いた車両走行試験を行った． 

図-2に，計測領域の詳細平面図を示す． A-A 断面の箱桁中央のトラフリブ下フランジには，トラフリブの

橋軸直角方向変位を算出するための MEMS 加速度センサを設置した（図-1(b)）．また，車両の進入と退出を

検知する MEMS 慣性センサ（加速度）をデッキプレート下面に設置した（図-2）．  

３．計測結果 

 図-3 に，進入側と退出側の車両検知センサにて計測した鉛直方向加速度応答を示す．試験車両の各車軸に

よって，卓越した鉛直方向加速度が生じており，進入側と退出側の各車軸の検知時間から，計測領域への進入

時刻と退出時刻を確認できる．また，9599.5s～9619.5s の間には，試験車両以外の加速度応答が無いことから，

試験車両は単独で走行車線を走行していたと考えられる． 

 図-4に，A-A 断面のトラフリブ下フランジの橋軸直角方向加速度応答を示す．図中には，車両検知センサ 
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(a) 側面図 

 

(b) 断面図（A-A 断面） 

 

図-1 試験橋梁 
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から得られた進入・退出時刻も併せて示している．

図-4より，トラフリブ下フランジの橋軸直角方向加

速度応答には，車両検知センサで計測されたような

試験車両の走行による特徴的な応答は無く，局部変

位の有無を確認することはできなかった． 

４．まとめと今後の予定 

 鋼床版トラフリブ下面に設置した MEMS 加速度

センサからは，車両走行による特徴的な加速度を確

認することができなかった．今後は，変位応答の算

出を試みる． 
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図－2 計測領域詳細平面図 

 

 

図－3 車両検知センサの鉛直方向加速度応答 

-1

-0.5

0

0.5

1

9599.5 9604.5 9609.5 9614.5 9619.5

鉛
直
方

向
加

速
度

[m
/s

2
]

時間 [s]

-1

-0.5

0

0.5

1

9603 9604 9605 9606 9607

鉛
直

方
向

加
速

度
[m

/s
2
]

時間 [s]

進入側

退出側
進入時刻 退出時刻

①

②

③

④ ①

②

③

④

 

図－4 トラフリブ下フランジの橋軸直角方向加速度
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